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阿波路を駆けた 37区間 :!再三?????
 
11年ぶり悲願の最下位脱出.ノ
 

(5ページに関連記事 ) 

832月号
町民のうごき

世帯数  1，960戸・人口男  3，975女 4，046計 8，021 (昭和 58年 1月 1日現在)


出生男 2女 2計 4・死亡男 5女 4計 9・転入男 1女 5計 6・転出男 11女 10計21 (昭和 57年 12月中)


広報かつうら 2月号  =152・昭和 58年 2月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2ー 2511(代)


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
阿波路を駆けた37区間11年ぶり彼岸の最下位脱出

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



為昭和58年� 2月� 1日 IJ ずコ つ ら 第152号 (2) 

今月からスター ト
 

70歳以上は老人保健で

老
人
保
健
制
度
の
医
療
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
知

っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い

点
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

医
療
の
対
象
者

老
人
保
健
の
医
療
は
七
十
歳
(
寝

た
き
り
の
人
は
六
十
五
歳
)
以
上
の

保
険
加
入
者
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
六
十
五
歳
か
ら
七
十
歳

ま
で
の
人
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
に
あ
る
と

い
う
町
長
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

健
康
手
帳
の
交
付

医
療
は
七
十
歳
の
誕
生
日
ま
た
は

寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
に
あ
る
旨
の

認
定
を
受
け
た
月
の
笠
月 

(認
定
を

受
け
た
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
場
合

は
そ
の
月 
)
か
ら
開
始
き
れ
ま
す
。

今
ま
で
の
老
人
医
療
費
受
給
者
証

の
代
わ
り
に
健
康
手
帳
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
医
療
の
受
給
資
格
を

証
明
し
、
医
療
と
日
常
の
健
康
管
理

に
役
立
た
せ
る
た
め
に
健
康
診
査
な

ど
の
結
果
を
記
録
す
る
も
の
で
す
。

医
療
を
受
け
る
場
合
に
は
、
こ
の
健

康
手
帳
に
保
険
証
を
添
え
て
提
示
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

費
用
の
一
部
負
担

こ
れ
ま
で
の
老
人
医
療
費
支
給
制

度
で
は
、
や
や
も
す
れ
ば
健
康
に
対

す
る
自
覚
を
弱
め
、
行
き
過
ぎ
た
受

診
を
招
い
て
い
る
と
い

っ
た
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

乏
人
の
方
々
に
健
康
へ
の
自
覚
を
持

っ
て
い
た
だ
き
、
適
切
な
受
診
を
お

願
い
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
制
度
化

さ
れ
た
も
の
で
す
。

外
来 

(通
院
)
の
場
合
は
、
そ
の

月
の
最
初
の
診
療
日
に
四
百
円
の
一

部
負
担
金
を
医
療
機
関
に
支
払
う
、
」

と
に
な
り
ま
す
。

総
合
病
院
の
場
合
は
、
各
診
療
科

を

一
つ

の
医
療
機
関
と
し
て
み
な
し

ま
す
か
ら
、
原
則
と
し
て
各
診
療
科

ご
と
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

入
院
時
の
一
部
負
担
金
は
、

一
日

当
た
り
三
百
円
で
す
。
た
だ
し
、
同

じ
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て

二
か
月 

(健
保

・
船
保

・
日
雇

・
共

済
の
被
保
険
者
本
人
の
場
合
は
五
十

日
)
を
越
え
て
入
院
し
た
と
き
は

そ
の
後
は
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。医

療
費
の
支
給

老
人
保
健
で
医
療
を
、つ
け
る
場
合
、

「
健
康
手
帳
」
と

A-
「保
険
証
」
を
保

次
ぺ 
|
ジ

へ 

こ
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
生
ま
れ
た
全
く
新
し
い
制
度
で

す
。老

人
保
健
制
度
は
、
壮
年
期
か
ら
の
総
合
的
な
保
健
対

策
を
推
進
し
、
国
民
が
健
康
な
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
老
人
の
医
療
費
を
国
民
が
公
平
に
負

担
す
る
こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

健康手帳の交付を受け

ι 

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
前
に
、
今
後
、
国
民

医

療

を

受

け

る

の
老
後
の
健
康
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
ゆ
く
か 

。

こ
の
二
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
老
人
保
健
制
度
」
は
、

|
l

‘. ‘.¥ 
4・・圃・・ー iま� 

外来は|月につき400円 lB. 窓口へ健康手帳と 保険を取り扱っている
Jえ 診� 

入院は� l日300円支払い 保険証を 病院・診療所へ
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テキストボックス
老人保健制度
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防局磁会l
 
前
ぺ 
|
ジ
か
ら

険
の
医
療
機
関
へ
持
参
し
、

一
部
負

担
金
を
支
払
え
ば
、
い
つ
で
も
診
療

を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
か

か
っ
た
医
療
費
は
一
時
本
人
が
立
て

替
え
払
い
し
、
あ
と
で
市
町
村
に
請

求
し
て
払
い
戻
し
を
う
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場

合
も
市
町
村
長
が
そ
の
必
要
あ
っ
た

と
認
め
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

①
緊
急
に
診
療
を
う
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
、
近
く
に
保
険
の

医
療
機
関
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

保
険
の
医
療
機
関
以
外
の
病
院
、

診
療
所
で
診
療
を
、
つ
け
た
と
き
。

②
旅
行
中
な
ど
、
緊
急
や
む
を
得

な
い
事
情
で

「
健
康
手
帳
」
を
提

示
で
き
な
か
っ
た
場
合
。

ま
巾 

川
.

H

寛

議

員 

m悶 

l
J

面~;:1億 1 ，595万円を追加
 d

ー、¥

③
骨
折
、
脱
臼
な
ど
で
柔
道
整
復

師
の
手
当
を
う
け
た
と
き
、
ま
た

転
落
必
至
の
勝
浦
町
の
財
政
状
況
と

つ
い
て 

武
道
館
の
新
設
に
つ
い
て

V

運
営
に
つ
い
て 

昭
和
五
十
八
年
度

十
一
月
に
実
施
の
か
町
内
で
質
物

V

V

の
予
算
編
成
の
問
題
点
に
つ
い
て
〈
一

を
し
ま
し
ょ
う
。
の
成
果
に
つ
い
て

般
会
計
、
特
別
会
計
を
含
む 
)

勝
浦
町
燥
業
の
基
幹
作
物
に
つ
い

Vて

岡

本

富

治

議

員

「
財
政
状
況
特
集
号
か
ら
見
た
新

年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
」 

生
比

V

奈
小
学
校
建
設
費
の
計
上 

町
民
体

V

育
施
設
使
用
料
の
免
除 

病
院
事
業

V

は
保
険
医
の
同
意
を
得
て
あ
ん
ま
、

坂
本
バ
イ
パ
ス
と
旧
県
道
と
の
連

は
り
、
灸
な
ど
の
治
療
を
う
け
た

小
学
校

V

V

副
議
長
に

岡
本
議
員
を
選
任

岡
重
夫
副
議
長
が
退
任
の
た
め
、

き
る
十
二
月
の
定
例
議
会
で
岡
本
富

治
議
員
が
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た 

絡
幹
線
道
計
画
に
つ
い
て

》
」
主
、
。

④
治
療
の
た
め
必
要
な
コ
ル
セ

ツ

ト
な
ど
の
治
療
用
具
を
購
入
し
た

。

レ
」
長 
C

児
童
の
定
数
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

岡

本

栄

議
員 

特
別
会
計
繰
出
金 

国
民
健
康
保
険

社
会
教
育
と
子
供
た
ち 

地
場
産

特
別
会
計
繰
出
金 

社
会
福
祉
協
議

会
等
活
動
補
助
金

V

V

V V

業
の
指
導
と
影
響
に
つ
い
て

町
幽調
会
十
二
月
定
例
会
は
、
十

一
一
月
十
七
日
に
開
会
し
、
昭
和
五

十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ

か

+
機
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

十
二
月
二
十
四
日
開
会
し
ま
し
た
。

町
政
に
対
す
る

中

男
議
員 

こ
の
議
会
で

決
ま
っ
た
主
な
も
の

-
一
般
会
計
補
正
予
算

福

※新しく老人保健特別会計を設置

V

勝
浦
病
院
の
内
容
啓
も
う
に
つ
い

新
規
医
療
機
具
の
増
設
に
つ
い

社
会
教
育
と
小
中
学
校
教
育
に

V V
生
比
奈
小
学
校
建
設
と
今
後
の
財

V
老
人
保
健
法
の
施

昭
和
五
十
六
年
度
の
決
算
に
つ
い

て
V

て
V

昭
和
五
十
七
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
一
億
一
千
五
百
九
十
五
万
六
千

円
を
追
加
し
、
総
額
二
十
四
億
四
千

九
百
九
十
万
九
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

・
特
別
会
計
繍
正
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
千
四

百
八
十
四
万
五
千
円
を
追
加
し
、
総

額
五
億
七
百
十
九
万
九
千
円
に
、
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計
は
千

八
十
万
円
を
追
加
し
、
四
千
六
百
九

十
五
万
四
千
円
に
、
病
院
事
業
特
別

会
計
は
、
六
千
三
百
五
十
万
円
を
追

加
し
、
四
億
七
千
三
百
万
円
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
新
し
く
設
け
ら
れ
た
老
人
保

健
特
別
会
計
は
、
三
千
二
百
七
十
八

万
二
千
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。

対
す
る
父
兄
の
対
応
に
つ
い
て

一
般
質
問

井

出

幸

夫

議

員

十
二
月
定
例
議
会
で
七
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

2月定例l山配ごと相談� 

※巴 時 2月� 4日(金〉一人権、行政関係� 

2月18日〈金〉一厚生、福祉関係

午前10時~午後3時

※場 所 住民福祉センター2階

政
運
営
に
つ
い
て 
V
畑
総
か
ん
ば
い

事
業
と
水
の
有
効
利
用
(
水
利
用
計

中

西

晴

美

議

員 

画
)
に
つ
い
て

行
と
今
後
の
保
健
事
業
推
進
の
問
題

点
V
父
母
の
実
態
に
合
わ
せ
た
保
育

時
聞
の
延
長
に
づ
い
て

て 
V
勝
浦
町
立
病
院
の
経
営
に
つ
い

て
V
勝
浦
町
老
人
保
健
特
別
会
計
の

V V

V

運
営
に
つ
い
て 

財
務
規
則
第
六
意

関
係
に
つ
い
て 

財
政
再
建
団
体
に

坂
本
川
改
修
工
事
と
そ
の
関
連
に

折
部
健
一
郎
議
員 

岡本富治副議長

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
12月議会一般会計補正予算1億1595万円を追加



昭和� 58年� 2月� 1月 カミ -:，) つ ら 第� 152号 (4) 

忘れ亀いで昭和� 58年度 住民税申告相談日程表

住
民
税

の
申
告
相
談
 

昭
和
五
十
八
年
度
住
民
税

(
県
町

民
税
)
の
申
告
受
け
付
け
と
納
税
相

談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
か
ら
、

必
ず
期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

・
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
五
十

七
年
中
二
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
)
に
所
得
の
あ
っ
た
人

で
、
所
得
税
の
か
か
ら
な
か
っ
た
人
。

・
給
与
所
得
者
で
昨
年
中
に
給
与
以

外
の
所
得
の
あ

っ
た
人。

申
告
し
な
く
て
よ
い
人

・
昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日
現
在
に

生
活
扶
助
等
を
受
け
て
い
る
人
。 

-
給
与
所
得
の
み
で
、
雇
主
か
ら
給

与
支
払
報
告
替
の
提
出
が
あ
っ
た
人
。

2
月
刊
日 
j 
3
月
刊
日
ま
で 

-
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ

れ
た
人
。 

-
背
色
事
業
主

(
青
色
決
算
書
を
提

出
さ
れ
た
人
。)

申
告
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
会
計
帳
簿
、
収
支

の
証
拠

類
、
生
命
保
険
料
等
の
払
込
証
明

申告鎗まります

官
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
医
療
費
領

収
書
、
源
泉
徴
収
禁
、
そ
の
他
申
告

に
必
要
な
替
類
。

注

意

徳
島
税
務
署
か
ら
所
得
申
告
(
納

税
相
談
)
に
つ

い
て
呼
び
出
し
を
受

け
た
か
た
は
、
指
定
さ
れ
た
期
目
、

時
刻
、
場
所
を
確
認
の
う
え
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
期
限
内
に

申
告
さ
れ
な
い
と
き
は
、
税
務
者
や

町
に
お
い
て
所
得
を
決
定
し
ま
す
が

こ
の
場
合
諸
控
除
が
認
め
ら
れ
ず
、

ま
た
不
申
告
加
算
税
や
延
滞
税
も
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
、
必
ず
期
限
内
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

該当飽区月日(曜日〉 場 所 時 間� 

午午目リ� 9時筒から沼江・石原 石原センター2" 16体)
後� 4 1li'idoで� 

))17附 山西 船 生比奈農協� 

))21(月) 制 野 町役場�  

)) ))生 名23(7j() 

)) ノノ� 25樹 久 国� 

))28侶) 今 山 今山センタ� 

ノノ� 中角・黒岩 中角センター3" 1 (刈

ノノ� 3(村 星 谷 塁谷公会堂

ノノ� 中 山4自白 中山公会堂

))7白) 償 瀬 勝浦町農協� 

))与 川内8ω 勝与川浦内町事農業協所� 

ノノ� 9同o 仮 本 勝原本浦町事農業所協

ノノ� 10附� L長 本 版本区民集鋪

11働 ノノ� 旬役場全 町

ノノ12出 )) ノノ� 

)) ノノ ノノ� 14侶)

)) ノノ1庶民) ノノ� 

第
八
回
芸
術
祭
作

会
ご
は
ん
も
の
コ
ン
ク
ー
ル

豊
子
(
中
角
)

静
恵
(
今
山
)

秋
子

(
生
名
)

正
枝
(
久
国 
)

和
枝
(
石
原
)

久
子
(
横
瀬
)

く芸術作国展示会〉 自慢の作品を披露


新
居

久
子
(
掛
谷
)

ア 努 佳� 
イ� 

"T" " カ " ア
賞� :!:t f乍� 

品
の
展
示
会
が

一
月

最

優

秀

賞

青

木

淳

子 

(酋
問
)

十
五
日
と
十
六
日
の

優

秀

賞

宮

本

春

見

(

生

名

)

二
日
問
、
福
祉
セ

ン

上

村

幸

子 

(掛
谷 
)

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

滝
口
美
代
子
(
生
名
)

し
た
。

立
岩
和
子
(
中
山
)

こ
の
展
示
会
に
は
、

森
久
美
子
(
西
岡
)

社
会
総
合
大
学
受
講

谷

ふ

み

よ 

(棚
野
)

生
か
ら
日
こ
ろ
の
練

折
部
健

一
郎 

(横
瀬
)

習
の
成
果
を
披
露
し

河
野
伊
津
子
(
坂
本
)

た
墨
絵
、
書
道
、
俳

句
、
短
歌
な
ど
の
作

品
の
ほ
か
、
手
芸
、

生
け
花
な
ど
約
三
百

点
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。そ

し
て
、
展
示
会

と
併
せ
て
会
場
で
は

お
米
を
使

っ
た
「
ご

は
ん
も
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
、
古
着
を
再
生
し

た
リ
フ
ォ
ー
ム
展
も

催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
婦
人
会
に
よ
る
、

不
用
品
交
換
即
売
会

や
う
ど
ん
、
だ
こ
や

き
、
ぜ
ん
ざ
い
な
ど

会
リ
フ
ォ
ー
ム
展

の
バ
ザ
ー
に
も
人
気

最

優

秀

賞

立

岩

和
子
(
中
山
)

が
集
ま
り
ま
し
た
。

優

秀

賞

古

山 

精
子 

(
沼
江
)

ア 努 佳
イ

H" アT " カ " 
:t'l: 貨 作� 

な
お
、
ご
は
ん
も

平
間

H

の
コ
ン
ク
ー
ル
、
リ

前
野

フ
才 

ム
展
の
入
賞

仲
田

l

者
は
次
の
か
た
が
た

栗
坂

で
す
。 

湯
浅

(敬
称
略
)

呑
口

¥、J
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¥
l

1
E
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E
ノ

¥
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t、ノ
、

ノ

第

新
春
の
阿
波
路

を
健
脚
で
色
ど

っ

た
第
二
十
九
回
徳

島
駅
伝
は
、
一
月

コ
�
 ス
で
お
分
日
秒
の
時
間
短
縮
と

四
日
か
ら
六
日
ま

で
の
三
日
間
で
三

mu

十
七
区
間
二
八
�
 
0
・

四
‘
。
を
走
破
し
、

l

勝
浦
郡
は
十
一
位

と
三
好
郡
を
お
さ

え
て
、
実
に
十
一

年
ぶ
り
に
悲
願
の

最
下
位
脱
出
を
果

た
し
ま
し
た
。

代
表
選
手
は
、

一
本
の
タ
ス
キ
に

回
徳
島
駅
伝

重
ね
、
一

ケ
タ
ム
ロ
入
り
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
大
会
に
際
し
て
ご
尽

力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の
か
た

が
た
、
ま
た
声
援
を
い
た
だ
い
た
町

民
の
み
な
さ
ま
に
紙
面
を
借
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

郡
表
彰
選
手

優
秀
選
手

抑

菜

義

術

松

下

義

和

宜
問
団
宏
幸
�
 (

敬
称
略
)

中
野
鉄
工

勝
浦
町
役
場

相
原
紙
庖

松
下

善
美

教
斗
賞

中
村
孝
太
郎

肥

田

隆

司

藤

村

義

雄

中

村

勝

沌

豊

水

努
力
賞

石
田

谷石
木

大
石

圭正覚早
二日召樹人

勝
浦
園
芸
高
校

県
青
果
連

尽
誠
高
校

徳
島
工
高
校

勝
浦
中
学
校

日
本
通
運

富
岡
西
高
校

尽
誠
高
校

勝
浦
中
学
校

勝
浦
中
学
校

勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

湯
浅
正
、
上
平
士
郎
、
井
原
心
一

回
中
康
啓
、
新
居
典
之
(
以
上
第
一

分
団
)
、
向
井
治
(
第
三
分
団
)、
新
出

昭
二
、
森
本
守
、
浦
田
隆
春
�
 (以
上

第
四
分
団
)、
湯
浅
公

一
郎
、
波
賞
士
口、

松
平
孝
義
、
幸
山
司
�
 (以
上
第
五
分

間
)
、
麻
植
伸
沃
郎
、
岡
寿
之
、
吉
岡

孝
志
�
 (以
上
第
六
分
団
)
、
岩
本
修
、

自
尊
明
�
 (以
上
第
七
分
団
)、
園
清
栄

福
本
治
、
大
下
国
雄
、
松
鷹
義
信
、

西
角
博
(
以
上
第
八
分
団
)、
今
川
和

人
(
機
動
隊
)

よ
ろ
し
く
あ
ね
ガ
い
し
ま
す

一
月
一
日
付
け
で
次
の
か
た
が
た

が
入
団
さ
れ
ま
し
た
。

宮
本
仁
志
、
稼
勢
巧
、
加
藤
隆
弘
、

久
保
達
也
、
上
野
哲
宗
(
以
上
第
一

分
団
)
、
谷
尻
康
司
(
第
三
分
団
)
、
山

景
正
道
、
北
内
高
宏
、
中
西
勝
一
、

東
公
則
(
以
上
第
四
分
団
)
、
森
俊
之
、

豊
井
稔
博
、
範
幸
宏
�
 
(
以
上
第
五
分

団
)、
原
因
明
腐
、
花
岡
吉
徳
、
高
井

清
治
�
 (以
上
第
六
分
団
、)
山
崎
芳
洋
、

丸
山
敬
章
�
 
(
以
上
第
七
分
団
)、
谷
崎

亀
夫
、
杉
本
賢
、
山
川
雅
仁
、
福
野

嘉
久
、

岡
本
俊
雄
�
 
(
以
上
第
八
分
団
)、

松
下
義
和
(
機
動
隊
)

A
M

仲
間
の
ぬ
く
も
り
と
連
帯
感
を
い
だ

き
な
が
ら
、
三
十
七
区
間
を
気
力
と

根
生
で
走
り
切
り
、
時
間
的
に
も
金

い
う
、
す
ば
ら
し
い
力
走
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
、

三
年
前
に
郡
陵
協
の
立

て
直
し
を
図
り
、
高
木
陸
協
会
長
、

神
子
監
督
を
中
心
に
年
間
を
通
し
て

選
手
養
成
を
行
っ
た
結
果
で
あ
り
、

ま
た
、
全
選
手
の
自
覚
と
役
員
、
後

援
会
の
み
な
さ
ん
や
町
民
全
体
の
総

力
を
挙
げ
て
勝
ち
と
っ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

来
年
は
、
こ
の
最
下
位
脱
出
に
満

足
す
る
こ
と
な
く
、
き
ら
に
練
習
を

ムH
徳
島
県
知
事
表
彰

A
H

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

表
彰
お
め
で
と
う

昭
和
五
十
八
年
勝


浦
町
消
防
団
出
初
式


が、

一
月
十
五
日
勝


浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン


ド
で
行
わ
れ
、
次
の


か
た
が
た
が
表
彰
さ


れ
ま
し
た
。
 

消防出初式

戸
田
敏
明
(
第
一
分
団
)
、
高
橋
嗣

男
(
第
二
分
団
)
、
穏
台
治
(
第
三
分

団
)
、
寒
川
清

一
郎
(
第
四
分
団
)
、
信

政
吉
充
(
第
五
分
団
)
、
麻
植
伸
次
郎

(
第
六
分
団
)
、
岩
本
修
�
 (第
七
分
団
)

西
尾
利
夫
�
 (第
八
分
団
)
、
毎
木
進
(
第

九
分
団
)、
戸
川
茂
一
�
 (
機
動
隊
)
 

勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

稚
平
重
信

(
第

一
分
団
)、
押
栗
義

術
、
山
本
晴
義
�
 
(
以
上
第
二
分
団
)

小
関
敬
和
�
 
(
第
三
分
団
�
 
)、
上
回
光
雄
�
 

(
第
四
分
団
)、
松
田
緒
�
 (第
五
分
団
)

東
山
腕
(
第
六
分
団
)
、
白
草
明
(
第

A
H

(
敬
称
略
)

松

浦

照

明

�

 
(
第
九
分
間
)

カ
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

め
績
章

宮

本

克

久

(

第
二
分
団
�
 
)

精
績
章

湯
浅
正
(
第
一
分
団
)
、

畑
名
耕
造
�
 

(第
三
分
団
�
 
)、
新
出
昭
二

(
第
四
分

団
)、
梅
山
勝
義
、
瀬
戸
正
彦
�
 (以
上

第
九
分
団
)
 

七
分
団
)
、
岩
田
強
(
第
八
分
団
)
、
大

上
功
(
第
九
分
団
)
、
松
田
常
男
(
機

動
隊
)

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
だ

一
月
一
日
付
け
で
次
の
か
た
が
た

が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。
�
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血
圧
の
高
い
状
態
が
続
く
と
、
脳

卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
病
気
が
起
こ

U

血
圧
は
、
気
温
、
運
動
量
、
精
神

「
正
し
い
知
識
で
予
防
し
よ
う 

り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。

的
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
変
わ
り
ゃ
す
く
、

一
固
め
測
定
で
は
「
高
血
圧
」
か
ど

う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
機
会
を
み

て
は
血
圧
を
測
り
、
変
化
を
つ
か
ん

で
お
き
ま
し
ょ
う
。

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
、
血
液
の
通
り
道 

循
環
器
系
の
病
気
は
、

高
血
圧
の
予
防
に
は
、
減
塩
や
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
な
ど
の
食
生

活
の
改
善
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
適

当
な
運
動
を
日
常
生
活
の
中
に
取
り

l

入
れ
て
い
く
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

〈
タ
バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
カ
ロ

リ
ー
の
取
り
過
ぎ
に
ご
用
心

ー
動
脈
硬
化
の
予
防

動
脈
硬
化
に
な
る
と
、
血
管
は
弾

力
が
な
く
な
っ
て
モ
ロ
く
な
り
ま
す
。

原
因
は
、
血
管
の
内
壁
に
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
く
っ
つ
く
こ

と
で
す
。

動
脈
綬
化
は
、
十
代
に
始
ま
り
年


を
取
る
に
つ
れ
て
、
硬
化
の
範
闘
が


広
く
な
り
硬
化
の
度
合
い
も
高
ま
る


と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ロ
リ
ー
の


取
り
過
ぎ
や
、
タ
バ
コ
の
吸
い
過
ぎ
、


酒
の
飲
み
過
ぎ
が
拍
車
を
か
け
る
こ


1
v

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
鼎
事
飲
暴
食


は
慎
み
ま
し
ょ
う
。


山 

臆
病

日
常
生
活
で
の
注
意
点

循
環
器
系
の
病
気
か
ら
身
を
守
る

一一月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
「
成
人
病
予
防
週
間
」
。
寒
さ
が
ピ
ー
ク
と

な
る
こ
の
時
期
は
、
成
人
病
の
う
ち
で
も
脳
卒
中
、
心
臓
病
を
は
じ
め
と

し
て
、
。
血
液
の
通
り
道
。
に
か
か
わ
る
病
気
が
多
く
な
り
ま
す
。

一

度
か
か
る
と
治
り
に
く
い
病
気
で
す
が
、
日
常
の
食
事
や
運
動
な
ど
に
気

を
つ
け
る
こ
と
で
か
な
り
予
防
で
き
ま
す
。

か
か
っ
て
か
ら
よ
り
も
、
か
か
る
前
に
病
気
を
正
し
く
知
っ
て
、
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

足
に
な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

一
時
的
に
血
が
流
れ
な
く
な
る
の

が
「
狭
心
症
」
、
完
全
に
流
れ
な
く
な

っ
て
心
臓
の
筋
肉
が
活
動
し
な
く
な

る
の
が
「
心
筋
梗
塞
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
激
し
い
胸
の
痛
み
が

あ
り
ま
す
が
、
心
筋
梗
塞
で
は
痛
み

が
長
く
続
き
、
死
亡
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

成
人
病
の
元
凶

高
血
圧
と
動
脈
硬
化

脳
卒
中
、
心
臓
病
に
か
か
ら
な
い

た
め
に
は
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
を

防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
と
い
う
の

は
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
は
、
高
い
血

圧
に
耐
、
え
き
れ
ず
血
管
が
破
れ
た
り
、

動
脈
硬
化
で
血
管
が
つ
ま
る
こ
と
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

1

2

に
は
、
日
常
生
活
で
の
ち
ょ
っ
と
し

た
注
意
が
役
立
ち
ま
す
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
、
フ
。 

①
精
神
の
安
定
を
保
ち
、
急
激
な

運
動
を
避
け
る

心
配
、
怒
り
な
ど
の
精
神
的
緊
顎

は
、
血
圧
を
高
め
、
脳
卒
中
や
心
臓

発
作
の
引
き
金
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

体
力
以
上
の
運
動
は
危
険
で
す
か
ら
、

体
力
に
合
わ
せ
て
マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
寒
さ
か
ら
身
を
守
る

脳
卒
中
や
心
臓
病
で
倒
れ
る
人
が

冬
場
に
多
い
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
循
環
務
系
の
病
気
に
と
っ
て

寒
さ
は
大
敵
で
す
。
戸
外
へ
出
る
と

き
は
、
温
か
い
服
装
を
し
、
実
、
ぃ
風

に
長
い
時
間
吹
か
れ
な
い
よ
う
に
し

キ品
 

レ
ト 

っ'o

ま
た
、
夜
間
に
ト
イ
レ
に
行
く
こ

と
も
、
で
き
れ
ば
避
け
た
い
も
の
で

す
。
索
、
さ
を
防
ぐ
に
は
、
ト
イ
レ
に
ス

ト
ー
ブ
を
持
ち
込
む
工
夫
な
ど
を
し

ま
し
ょ
う
。 

③
便
秘
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

ト
イ
レ
で
脳
卒
中
を
起
こ
す
ケ
ー


ス
が
多
い
の
は
、
炎
、
さ
ば
か
り
で
な


く
、
排
便
に
カ
ん
で
血
圧
が
急
に
高


く
な

っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。


野
菜
や
果
物
な
ど
繊
維
質
の
食
品


を
多
く
と
り
、
毎
日
決
ま
っ
た
時
間


に
ト
イ
レ
に
行
く
な
ど
し
て
、
日
こ


f
ろ
か
ら
便
通
を
整
、
え
る
こ
と
を
心
掛

A?

け
ま
し
ょ
う
。

④
長
湯
は
禁
物

/

お
ふ
ろ
は
ぬ
る
め
に
す
る
と
と
も

に
、
あ
ま
り
長
い
時
間
入
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
温
度
は
夏
が
摂
氏
三

十
九
度
、
冬
が
四
十

一
度
ぐ
ら
い
が

目
安
で
す
。

冬
場
は
一
番
ぶ
ろ
を
避
け
、
浴
室

が
暖
ま
っ
て
か
ら
入
浴
す
る
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で


み
ん
な
の
献
血 

を


お
願
い
し
ま
す


次
の
と
お
り
献
血
車
が
巡
回
い
た

し
ま
す
か
ら
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

e

H

献血車巡回日程表

月
旬
日 

7
日
|
」

j

L

恐
し
い
循
環
器
系
の
病
気

循
環
器
系
の
病
気
に
は
、
主
に
次

時 間 場� F正 時 間� f曇 内十

2 
月� 
14 
日

月

午前 9 分30時時
-!01Iil20分� 

石原公会堂前

2 
月
16 
日

水� 

午前 9時時� 
-101lil30分� 

午前101時時40分
-11"'t30分� 

午後O 分30時時
一 2

午後 2 分20時時
-3 11il30分

午後4時時
-5 

f主 場 前� 

棚野駐在所横

勝浦町農協前

勝~与川内事業所前

坂本小学校の上広場� 

午前11時時
-1111il40分� 

沼江古山商底帯電

午後O 分30時時
一� lllil50分

生比奈農協前�  

午後一 23時時 中角農村婦人の家前

午後 3 分20時時
-4 生名いちょうの木横

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

脳
卒
中

脳
卒
中
は
「
脳
い
っ
血
」
「
中
気
」

「
中
風
」
と
も
呼
ば
れ
、
脳
の
血
管

、
が
破
れ
て
出
血
し
た
り
、
あ
る
い
は

つ
ま
っ
て
血
液
が
脳
に
行
き
届
か
な

く
な
る
病
気
で
す
。

こ
の
病
気
に
か
か
る
と
、
脳
の
働

き
が
衰
え
、
急
に
意
識
が
な
く
な
っ

た
り
、
手
足
が
動
か
な
く
な
っ
た
り

し
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
死
亡
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
一
度
、
脳
に
障
害

を
受
け
る
と
回
復
は
難
し
く
、
手
足

の
マ
ヒ
な
ど
の
後
遺
症
が
残
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

心
臓
に
鼠
液
が
十
分
に
行
き
届
か

〈
血
圧
を
管
理
し
よ
う

な
く
な
り
、
心
臓
の
筋
肉
が
酸
紫
不

|
高
血
圧
の
予
防 
l
v 

¥d 

'ー、、� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
成人病予防週間
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中
学
生
の

税
に
関
す
る
作
文

県入選
作から

私
の
家
は
雑
貨
屋
で
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
時
代
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

食
料
品
や
文
房
具
品
、
日
用
品
な
ど

も
売
っ
て
い
ま
す
。
私
の
家
の
税
金

は
、
こ
う
い
う
品
物
を
売
っ
て
そ
の

お
金
の
中
か
ら
納
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
た
ば
こ
も
売
っ
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
は
別
に
私
の
家
の
た
ば
こ
の

売
上
に
応
じ
て
専
売
公
社
か
ら
役
場

に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
作
文
を
書
く
ま
で
、
ど

う
し
て
父
や
母
が
汗
水
た
ら
し
て
働

い
た
お
金
を
、
ど
う
し
て
納
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
そ
ん
な
こ
と

む
じ
ゅ
ん
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
今
は
ち
が
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
納
め
る
税
金
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
生
活
や
安
全
が
守
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で

す
。
私
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
、
道

路
の
整
備
、
病
院
、
港
湾
の
建
設
、

河
川
の
改
修
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
費
用

に
当
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
政
府
側
と

し
て
も
、
国
民
が
よ
り
よ
い
豊
か
な

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
活

用
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

私
は
一
日
中
走
り
回
っ
て
集
め
た

お
金
の
中
か
ら
税
金
を
納
め
る
と
い

う
こ
と
は
、
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
で
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
私
も
大
き
く
な
っ
た
ら

税
金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い

ま
す
。 

日
日
制
踊
り
教
室

日
日
出
音
頭
教
室

却
日
回
生
花
教
室

泣
日 

ω
民
話
教
室

白
日
同
踊
り
教
室

各
講
座
と
も
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
開
講
い
た
し
ま
す
の
で
時
間
に
遅

れ
な
い
よ
う
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

速
い
昔
か
ら
ず

っ
と
、
国
民
の
義

務
と
し
て
、

税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
、

い
け
な
い
と

い
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

今
日
の
私
た
ち
に
と
っ
て
税
金
を
納

め
る
と

い
う
こ
と
は
、

一
番
大
切
な

義
務
だ
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
が
、

学
校
で
勉
強
で
き
る
の
も
病
気
に
か

か
っ
た
と
き
、
治
療
で
き
る
の
も
国

民
が
納
め
て
い
る
税
金
の
お
か
げ
だ

か
ら
で
す
。
自
分
た
ち
が
納
め
た
税

金
を
国
や
地
方
公
共
団
体
が
使
い
、

そ
し
て
私
た
ち
の
国
民
の
生
活
を
向

上
さ
せ
、
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
っ

て
く
れ
る
の
だ
か
ら
こ
ん
な
に
う
れ

し
い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
国
民
の
中
に
は
、
税
金
を

納
め
る
こ
と
を
い
や
が
っ
て
い
る
人

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
私
た

ち
国
民
と
税
金
と
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
仲
な
の
だ
か
ら
、

税
金
を
い
や

が
ら
な
い
で
自
分
の
幸
せ
の
た
め
だ

納税に思う

勝浦中学校  2年

新居 三智子

と
思
っ
て
、
喜
ん
で
税
金
を
納
め
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

11||電々だより

勝
浦
郡
内
の
電
話
の

か
け
方
が
変
わ
り
ま
す

2
月
刊
日
午
後 
3
時
か
ら

生
花
教
室
、
音
頭
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会

l

l

l

つ
け
な
い
と
か
か
り
ま
せ
ん
(
例
・
・

×
×
×
×
)
。

番
は
不
要
で
す
(
例
・

・五 

×
×
×

×
×
×
×
)
。

農村婦人の家洗濯室利用日程表
8 5 
日日
伏)(土)

勝
浦
郡
内
が
市
外
局
番
な
し
で
か

け
ら
れ
ま
す
。

勝
浦
局
は
、
現
在
加
入
電
話
番
号

は
四
ケ
タ
で
す
が
、
今
月
十
六
日
午

後
三
時
か
ら
市
内
局
番
「
一
ご
が
つ

き
五
ケ
タ
に
な
り
ま
す
。

(
O

(
O

市
外
局
番
も
現
在
の 

八
八
五

八
八
五
四
)
と
な
り

四
二
)
が

勝
浦
郡
内
が
一
本
化
さ
れ
ま
す
。 

-
電
話
の
か
け
方

町
内
へ
か
け
る
場
合
は
、
従
来
の

番
号
の
う
え
に
市
内
局
番
「
一
ご
を

二
上
勝
町

へ
か
け
る
場
合
は
市
外
局

日曜 用l利る t也で区き 目 ~li 利る用地で区き 

2月 l 日十刈 沼江  2月20日(日) 槻野  

2日附 坂本 @日(月) 休館日 

3日同 坂本  22日ω 久国  

4日ω 坂本  23日附 久国  

5日出 自由  24日肘 生名  

6日(日) 与川内 25日悩 生名

⑦日開) 休館日 26日出 自由  

8日ω 与川内 27日(日) 生名  

9日附 横瀬 @日開) 休館日 

10日同 横瀬

揖利用時間は午前  9
時~午後  4時30分。 

翼民毎週月晦日と祝日 
は休館です。

※自由の日はあらか
じめ電話等で申し 
込みをしてくだき 
L、。 

※必ず 2人 l組でご

利用くだきい。 

⑪日倒 休館日

12日仕) 自由

13日(日) 横瀬

⑬日開) 休館日

15日ω 中山

16日附 中山  

17日榊 立川

18日制

19日ω
棚野  

自由

×
ま
た
は
六

勝
浦
郡
以
外
か
ら
の
通
話
は
従
来

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

I 

一¥

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
中学生の税に関する作文

MUS04
テキストボックス
電々だより

MUS04
テキストボックス
勝浦会館二月行事
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家庭教育

シリーズ� 
⑫ 

非
行
の
原
因
と
家
庭

ー

親

の

役

割

|

六
、
子
供
の
希
望
や
興
味
を
尊
重
し
、

そ
れ
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
援
助

し
て
や
り
ま
し
ょ
う。

圏

(その 3) 

社
会
と
述
携
し
な
け
れ
ば
で
き
な

い
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

て

こ
の
ご
ろ
の
子
供
に
は
、
安
心

し
て
遊
べ
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
の

で
、
良
い
遊
び
場
を
作
っ
て
十
分

遊
ば
せ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

二
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
な
ど
の
有
害
図
書

や
惑
い
刺
激
を
与
え
る
テ
レ
ビ
番

組
、
映
画
な
ど
を
見
せ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
地
域
の
人
た
ち
と
手
を
組
ん
で
、

い
つ
も
子
供
た
ち
を
見
守

っ
て
や

り
，
キ
品 

ょ
、っ
。

四
、
子
供
会
な
ど
良
い
グ
ル
ー
プ
を

育
て
、
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
、

「
よ
そ
の
子
も
う
ち
の
子
も
」
と

も
に
立
派
な
子
に
育
つ
よ
う
に
努

力
し
ま
し
ょ
う
。

業

・
学
歴

・
性
別
・
貧
富

・
家
柄

・

人
種

・
身
障
者

・
身
体
や
容
姿

・
宗

教
や
信
条

・
個
人
の
能
力
に
よ
る
差

別
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
差
別
的
な
も
の

の
考
え
方
や
見
方
が
私
た
ち
の
生
活

を
ど
の
よ
う
に
住
み
に
く
い
社
会
に

し
て
い
る
か
を
考
察
し
、
身
の
ま
わ

り
の
差
別
と
部
落
差
別
の
関
連
を
正

し
く
と
ら
、
ぇ
、
こ
の
二
つ
を
つ
な
が

ら
せ
な
が
ら
社
会
か
ら
差
別
を
一
つ

で
も
除
い
て
い
く
努
力
を
じ
て
い
く

l
v

子
供
を
非
行
へ
誘
う
よ
う
な
環

境
を
浄
化
し
、
良
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、
悪
い
環
境

へ
近
寄
ら
せ
な
い
よ
う
努
力
し
ま

し
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
は
親
の

力
だ
け
で
で
き
る
も
の
と
、
地
域

部
落
差
別
と

部
落
差
別
は
、
日

本
社
会
に
単
独
に
存

在
し
て
い
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

代
社
会
に
は
歴
史
的
、

社
会
的
に
封
建
時
代

の
も
の
の
考
、
ぇ
方
や
、

も
の
の
見
方
が
残
存

し
て
い
る
の
で
す
。

い
い
か
え
る
と
日
本

人
が
ま
だ
半
封
建
的

社
会
の
中
で
、
日
本

人
特
有
の
精
神
的
風

土
と
日
本
人
特
有
の

民
族
的
性
格
を
も
っ

L

体
質
の
な
か
で
、
差


別
に
な
れ
っ
こ
に
な


っ
て
い
る
と
言
え
ま


し
ょ
う
。 

た
が
っ


て
、
部
落
差
別
が
罪


悪
で
あ
る
こ
と
を
深

〈
理
解
で
き
な
い
し
、
私
た
ち
の
身

前
二
回
に
わ
た
っ
て
非
行
化
の
原

因
に
つ
い
て
、
子
供
自
身
の
問
題
環

境
の
側
と
し
て
の
家
庭
・
社
会
の
問

題
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
原
因
を
踏
ま

え
て
、
親
と
し
て
ど
ん
な
こ
と
あ
考

え
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

圏

ま
ず
乳
幼
児
期
か
ら
の
し
つ
け

を
大
切
に
し
、
非
行
化
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
な
子
供
の
性
格
づ
く
り
に

努
め
る
こ
と
が
肝
要
で
、
親
と
し
て

の
第
一
の
仕
事
で
あ
り
、
親
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
し

つ
け
の
内
容
と
し
て
は
次
の
よ
う
な

も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
、
過
保
護
に
し
な
い
で
、
欲
し
く

て
も
「
辛
抱
す
る
力
」
、
苦
し
く
て

も
「
我
慢
す
る
カ
」
を
育
て
ま
し

ト
品
、
『
ノ
。

二
、
物
や
お
金
を
大
切
に
す
る
習
慣

を
養
い
ま
し
ょ
う
。

三
、
他
に
頼
ら
ず
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
す
る
自
立
性
を
養
う
と
と
も

に
、
正
し
い
判
断
力
を
養
っ
て
、

自
分
の
行
動
に
責
任
が
持
て
る
子

供
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

四
、
家
庭

・
学
校
・
社
会
な
ど
に
お

け
る
い
ろ
い
ろ
な
「
き
ま
り
」
を

守
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

五
、
他
人
か
ら
の
誘
惑
に
負
け
な
い

強
い
意
志
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

六
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な

く
、
ま
た
他
人
に
思
い
や
り
の
あ

る
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

園

子
供
を
非
行
に
走
ら
せ
な
い
た

め
に
は
、
親
が
常
日
ご
ろ
ど
の
よ
う

に
子
供
に
接
す
る
か
が
問
題
で
す
。

J

た
と
え
子
供
の
性
格
が
良
く
て
も
、

両
親
が
接
し
方
を
誤
ま
れ
ば
子
供
は

反
抗
的
に
な
り
、
し
だ
い
に
親
か
ら

離
れ
て
い
き
非
行
化

へ
進
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
次
の
よ
う

な
こ
と
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
夫
婦
が
仲
良
く
し
て
円
満
な
家

庭
を
つ
く
り
、
子
供
の
心
の
安
定

を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

二
、
子
供
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
に

努
め
、
子
供
の
心
を
く
み
と
っ
て

や
り
ま
し
ょ
う
。

三
、
過
剰
な
期
待
を
持
っ
て
、
子
供


を
抑
圧
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ


「、
。


四
、
子
供
を
分
け
隔
て
す
る
こ
と
な


く
、
ど
の
子
に
も
平
等
に
愛
情
を


か
け
て
や
り
ま
し
ょ
う
。


五
、
親
子
の
対
話
を
大
切
に
し
、
子

供
の
意
見
も
尊
重
し
、
何
で
も
親

に
相
談
で
き
る
雰
囲
気
を
つ
く
り

幸
子
し
ょ
、
っ
。

身
の
ま
わ
り
の
差
別

の
ま
わ
り
の
差
別
に
も
気
づ
か
ず
こ

れ
を
温
存
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し

て
い
る
の
で
す
。
こ
こ
に
同
和
教
育

の
大
切
さ
が
痛
感
さ
れ
る
ゆ
え
ん
が

瑚婚制~.


あ
り
、
民
主
主
義
国
家
を
実
現
す
る

た
め
の
先
導
的
役
割
を
果
た
す
も
の

と
考
え
る
の
で
す
。

部
落
差
別
と
身
の
ま
わ
り
の
差
別

は
、
人
が
人
を
差
別
す
る
と
い
う
点

こ
と
が
大
切
で
す
。

て
は
共
通
す
る
も
の
で
す
が
、
差
別

同
和
問
題
テ
キ
ス
ト
「
展
望
」
か
ら

の
内
容
に
な
る
と
か
な
り
異
っ
た
も

の
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
身
の
ま

わ
り
に
あ
る
差
別
が
土
台
と
な
っ
て

き
び
し
い
部
落
差
別
が
存
在
す
る
の

で
す
か
ら
、
年
齢
に
応
じ
、
発
達
段

階
に
応
じ
て
差
別
や
差
別
に
つ
な
が

る
事
象
を
除
い
て
い
か
な
け
れ
ば
、

部
落
差
別
だ
け
を
除
こ
う
と
し
て
も

無
理
に
な

っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
身
の
ま
わ
り
に
ど
ん
な
差
別

が
あ
る
か
考
、
え
て
み
る
こ
と
で
す
。

ご
く
身
近
な
も
の
で
も
、
服
装

・
職

/，/" さ� 

成犬 iiとと勺2
小犬

一飼い犬は必ず

つないで下さいー 有ミ

用� 

2月2日(水

¥ー

¥一

MUS04
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MUS04
テキストボックス
みんなでなくそう部落差別
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山林のあ単線対策: 11被害松い:法J

クヌギとキハ夕、が最適


西
日
本
の
松
林
を
中
心
に
大
き
な

被
害
を
与
、え
た
松
く
い
虫
は
、
日
本

古
来
の
松
を
す
べ
て
枯
死
さ
せ
て
し

ま
う
ほ
ど
の
勢
い
で
、
本
町
も
沼
江
、

石
原
方
面
は
も
ち
ろ
ん
、
上
勝
町
寄

り
で
も
標
高
の
低
い
位
置
の
松
は
被

害
が
増
加
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

勝
浦
町
は
過
去
数
年
来
、
松
く
い

虫
の
駆
除
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
生
比
奈
方
面
会
商
に
被
害
が

広
が

っ
て
い
ま
す
。

き
て
、
こ
の
枯
死
山
林
を
ど
う
す

る
の
か
、
地
主
の
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、

町
民
の
か
た
に
と
っ
て
も
大
き
な
関

心
事
だ
と
思
い
ま
す
。

再
び
往
年
の
緑
の
山
に
す
る
に
は

色
々
な
方
法
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

ー¥

が
、
比
較
的
早
〈
元
の
山
に
回
復
さ

せ
、
し
か
も
経
済
的
に
有
利
な
も
の

に
植
林
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
将
来
有
望
と
恩

わ
れ
る
二
1
三
の
も
の
に
つ
い
て
説

明
を
加
、
え
て
み
ま
す
の
で
、

地
主
の

か
た
が
た
は
よ
く
ご
検
討
を
く
だ
さ

り
、
ぜ
ひ
実
行
に
移
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。 

①	

近
く
に
農
林
道
が
あ
る
場
合
、

ま
た
は
車
道
の
設
置
が
で
き
る
山

で
は
「
ク
ヌ
ギ
」
の
僧
林
を
行
う

ク
ヌ
ギ
は
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
は
欠

か
せ
な
い 

ン
イ
タ
ケ
製
造
工
場
。

で
す
。
経
済
的
な
こ
と
を
考
え
な
け

れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
木
に
生
や
す
、
」
と

が
で
き
る
よ
う
で
す
が
、
植
、
ぇ
付
け

後
の
成
長
速
度
、
生
産
量
、
品
質
な

ど
の
経
済
的
な
こ
と
を
考
、
え
れ
ば
ク

ヌ
ギ
が
最
も
良
い
も
の
で
す
。
本
町

の
よ
う
に
比
較
的
温
暖
で
雨
量
の
多

i い
所
で
は
、
十
何
当
た
り
三
百
五
十

本 
1
四
百
本
植
、
え
の
場
合
、
植
、
ぇ
付

け
後
十
二 
1
十
五
年
で
第
一
回
自
の

伐
採
が
可
能
で
あ
り
、
し
か
も
伐
採

y

後
は
新
植
し
な
く
て
も
切
り
株
か
ら

新
芽
が
発
生
し
、

二
回
目
以
降
は
十

十
二
年
で
再
び
伐
採
が
で
き
ま
す
。

現
在
町
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
原

木
は
、
長
野
県
や
東
北
地
方
か
ら
の


購
入
に
頼

っ
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど


で
、
農
家
は
原
木

一
本
当
た
り
二
百


四
十
円
前
後
に
も
つ
い
て
い
ま
す
。


こ
れ
を
地
元
で
調
達
で
き
れ
ば
も

う
少
し
安
く
購
入
で
き
る
で
あ
ろ
う

し
、
ま
た
植
林
者
も
副
業
と
し
て
有

利
な
収
入
源
に
な
る
も
の
と
期
待
で

き
ま
す
。

ま
た
シ
イ
タ
ケ
は
最
近
の
研
究
て

も
、
あ
の
お
そ
ろ
し
い
各
組
の
癌
の

発
病
を
抑
制
す
る
と
か
、
発
病
し
て

も
そ
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
と
か
の
効

果
も
あ
る
よ
う
で
、
日
本
人
の
し
好

性
か
ら
し
て
も
、
今
後
の
需
要
は
ま

す
ま
す
増
加
す
る
だ
ろ
う
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
全

国
的
に
原
木
が
不
足
気
味
で
生
産
過

剰
の
心
配
が
ほ
と
ん
ど
な
い
、
な
ど
の

有
利
性
が
あ
り
ま
す
。
集
団
で
栽
培

さ
れ
る
場
合
に
は
各
種
の
補
助
事
業

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。 

②	

農
林
道
の
な
い
山
で
は
「
キ
ハ

ダ
」
の
纏
付
け
を
行
う

「
キ
ハ
ダ
」
と
は
あ
ま
り
聞
き
な

れ
な
い
樹
木
な
の
で
ま
ず
こ
の
説
明

か
ら
し
ま
す
。

キ
ハ
ダ
は
薬
用
植
物
で
ミ
カ
ン
科

の
非
常
に
背
の
高
く
な
る
落
葉
樹
で

す
。
木
は
ク
ヌ
ギ
と
同
様
に
あ
ま
り

校
を
出
き
せ
ず
、
ま

っ
す
ぐ
大
き
く

育
て
ま
す
。
薬
と
な
る
部
分
は
樹
皮

で
、
健
胃
、
繋
腸
剤
に
は
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
、
消
炎
、
血
圧

降
下
の
作
用
も
あ
り
応
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

坂
本
の
賞
柴
地
区
で
は
、
江
戸
時

代
に
は
か
な
り
自
生
の
も
の
が
あ

っ

た
ら
し
く
、
年
貢
の
か
わ
り
に
お
殿

様
に
供
出
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、

明
治
に
入

っ
て
か
ら
は
化
学
薬
品
の

出
現
や
開
畑
な
ど
に
よ
り
絶
滅
状
態

に
な

っ
て
お
り
、
現
在
賞
柴
地
区
で

自
然
に
生
え
て
い
る
も
の
は
、
わ
ず

か
数
本
が
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
と
な

っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
全
国
的
な
薬
用
植
物
ブ
ー

ム
に
乗
り
、
町
内
で
も
薬
用
植
物
研

究
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
、
山
地
の
利

用
と
し
て
苗
木
が
か
な
り
植
栽
さ
れ

ま
し
た
。

と
に
か
く
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、

薬
の
需
要
は
毎
年
機
笑
に
伸
び
て
お

り
、
将
来
と
も
非
常
に
有
望
な
作
物

で
あ
り
ま
す
。

十
円 
I
当
た
り
三
百
五
十
1
四
百
本

を
植
え
十
二 
1
十
五
年
で
収
機
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
収
穫
物
の
持
ち
帰

り
は
樹
皮
だ
け
で
す
か
ら
経
く
、
し

た
が

っ
て
車
道
の
な

い
山
地
で
も
植

付
け
が
可
能
で
す
。

十
岬
当
た
り
の
収
量
は

一
樹
平
均

二
銭
程
度
、
最
近
で
は
農
家
手
取
り

は
箆
当
た
り
七
百
五
十
円
前
後
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

③

杉
、
槍
等
の
植
付
け
を
行
う

日
本
の
建
築
物
の
代
表
的
な
材
で


す
が
、
伐
採
ま
で
に
長
い
年
月
を
要


す
る
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
し


か
し
、
将
来
外
国
か
ら
の
輸
入
規
制


が
今
以
上
に
強
ま
れ
ば
、
い
つ
か
は


内
地
材
は
見
直
さ
れ
る
時
期
が
あ
り
、


長
い
目
で
み
れ
ば
お
も
し
ろ
い
か
も


知
れ
ま
せ
ん
。


以
上
三
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
み

ま
し
た
の
で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
松くい虫被害山林のあと作対策クヌギとキハダが最適
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寒
凍
害
後
の
復
興
二
年
目
に
あ
た

る
本
年
度
は
約
百
十
か
1
岬
の
改
植
事
業

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
主
体
を
中
心
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年

ま
で
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
現
地
確

認
調
査
を
行
っ
て
み
ま
す
と
、
一
部

の
農
家
で
は
あ
り
ま
す
が
、
期
限
内

に
完
了
で
き
て
い
な
い
農
家
が
あ
り

ま
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
園
、
県
、
町
の

補
助
事
業
は
、
毎
年
度
三
月
末
日
ま

で
に
は
す
べ
て
の
事
業
を
完
了
し
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

改
植
事
業
だ
け
に
つ
い
て
は
、
首
木

の
到
着
と
配
布
が
遅
れ
ま
す
の
で
、

各
事
業
主
体
が
指
定
し
た
期
日
ま
で

に
必
ず
終
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
は
樹
木
の
伐
採
、
抜

根
や
園
地
の
整
備
、
植
{
八
掘
り
、
土

媛
改
良
資
材
の
投
入
、
敷
草
、
支
柱

の
準
備
な
ど
を
三
月
下
旬
ま
で
に
必

ず
済
ま
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
の
事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
、

定
め
ら
れ
た
期
限
内
に
終
わ
る
た
め

に
は
、
冬
期
の
「
だ
ん
ど
り
」
が
大

切
で
す
の
で
作
業
を
急
い
で
く
だ
さ
�
 

ま
た
こ
の
事
業
は
各
種
の
書
類
の

盤
備
と
自
己
負
担
金
が
必
要
で
す
の

で
、
事
業
主
体
の
担
当
者
か
ら
案
内

が
あ
れ
ば
期
日
ま
で
に
必
ず
書
類
に

擦
印
し
た
り
、
負
担
金
の
振
り
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
(
期
日
ま
で
に
負

担
金
の
振
り
込
み
の
な
い
場
合
は
こ

の
事
業
に
乗
れ
ま
せ
ん
)
。

す
で
に
や
ら
れ
て
い
る
苗
木
の
管

理
作
業
は
、
現
地
巡
回
時
に
見
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
管
理
が
十
分

で
な
く
、
せ
っ
か
く
手
間
と
高
い
お
�
 

改
樋
準
備

防
寒
対
策
は
早
急
に

改
植
事
業
の
準
備
と

¥J  

N

施
肥
(
春
肥
)

下
旬
に
�
 七
・
�
 0
、
P
五
・
�
 0
、
�
 

K
五

・
七
銘
(
成
分
)
を
施
用
す
る
。

毎
年
採
粉
の
悪
い
園
は
み
つ
ば
ち

リ
ン
一

l

農

、
g

金
(
園
、
県
、
町
の
補
助
金
)
を
か

け
て
い
る
の
に
、
そ
の
主
旨
が
十
分

に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
闘
が
見
受
け

ら
れ
る
の
は
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。

例
を
昨
年
春
に
植
、
ぇ
付
け
し
た
首

に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

株
元
に
敷
草
や
堆
肥
の
施
用
を
行

い
、
支
柱
を
し

っ
か
り
立
て
、
適
切

な
施
肥
と
病
虫
害
防
除
、
防
寒
対
策

を
し
っ
か
り
行

っ
て
い
る
圏
は
、
少

な
い
の
が
現
実
の
姿
と
思
い
ま
す
が

一言い
す
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

槌
穴
直
径
一
�
 υ川
、
深
さ
六
十
円
ン
に

苦
土
石
灰
二
銭
、
ヨ
ウ

ケ
イ
フ
ン
二
鎚
を
混
和
す
る
。

過
去
二
十
年
間
の
記
録
を
み
て
も
、

昭
和
三
十
八
年
一
月
、
四
十
三
年
二

月
、
四
十
九
年
二
月
、
五
十
二
年
二

月
、
五
十
六
年
二
月
と
四
年
に
一
回

の
割
合
で
寒
波
が
来
襲
、
そ
れ
ぞ
れ

大
き
な
被
害
を
与
、
え
て
い
ま
す
。

こ
と
に
五
十
六
年
二
月
の
異
常
大

寒
波
は
、
比
較
的
土
地
条
件
的
に
恵

ま
れ
て
い
る
生
比
奈
方
面
の
傾
斜
地

の
大
木
で
さ
え
、
非
常
に
大
き
な
被

害
を
出
し
た
こ
と
は
記
憶
に
生
々
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

を
放
飼
す
る
(
十
川
l
当
た
り
一
群

病
害
虫
防
除

ハ
ナ
ム
シ
開
花
前
に
サ
リ
チ
オ

ン
乳
剤
千
倍
液
を
散
布
す
る
。

温
度
管
理

無
加
塩

ハ
ウ
ス
内
の
最
高
気
温
は
二
十
七


度
ま
で
と
す
る
。
最
低
温
度
は
保
温


に
つ
と
め
、
な
る
べ
く
高
く
保
つ
。


か
ん
水

晴
天
日
の
午
前
中
に
七
日
間
隔
で

J

二
十
�
 と
す
る
。
�
 

痩

粉
ワ

め

¥}  

ま
し
て
植
付
け
さ
れ
て
わ
ず
か

数
年
の
木
で
は
、
こ
ん
な
ひ
ど
い
寒

波
が
く
れ
ば
ひ
と
た
ま
り
も
あ
り
ま

せ
ん
。
貴
重
な
手
間
と
莫
大
な
補
助

金
を
生
き
た
も
の
に
す
る
た
め
、
今

以
上
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

も
の
で
す
。

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
二

月
末
に
も
再
度
大
寒
波
の
来
襲
が
あ

る
カ
も
・.. 
...

昭
和
日
年
度
畑
総

農
道
賦
課
金
(
負
担
金
)

の
納
付
に
つ
い
て

一
、
賦
課
金
通
知
書
送
付


昭
和
五
十
八
年
二
月
十
六
日


ニ
、
納
付
期
限

昭
和
五
十
八
年
二
月
十
六
日
か
ら

昭
和
五
十
八
年
三
月
十
日
ま
で

、
納
付
方
法

一=
勝
浦
土
地
改
良
区
事
務
局
ま
で
持

参
す
る
か
、
勝
浦
町
農
協
、
生
比
奈

農
協
、
阿
波
銀
行
勝
浦
支
庖
の
勝
浦

土
地
改
良
区
預
金
口
座
に
振
り
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
す
れ

ぱ
督
促
手
数
料
と
年
一
四

・
六
行

の
延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

(
勝
浦
土
地
改
良
区
)

MUS04
スタンプ

MUS04
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MUS04
テキストボックス
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-v
Iν わたしの本

�
 

戸『¥

戸『¥

J
V
 本う �  

名て
見

丸合
山い

す
香る

善

意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

坂

本

畠

田

久

恵

岡
山
松
嘉
代
子
さ
ん
(
与
川
内
)

西

原

正

雄

さ

ん

�

 
(
横

瀬

�

 )

戸
川

育
代
さ
ん
(
生
名
)

小

西

克

矢
さ
ん
�
 (棚

野

�

 )

以
上
の
か
だ
か
ら
町
善
意
銀
行
に

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

て

日
帰3作;


く}I/.tPP>

駅
伝
の
孫
と
心
は
駈
け
て
い
る

水
戸
黄
門
テ
レ
ビ
の
様
に
世
ほ
ゆ
か

ず光
陰
は
わ
れ
古
稀
に
し
て
走
り
ゆ
き

坂

本

谷

富

士

枯
れ
残
る
み
か
ん
に
成
れ
る
実
が
わ

草
の
実
が
野
良
着
に
か
ら
む
枯
れ
畑

坂

本

日

浦

甲

車

峰

美
し
く
老
い
た
し
鏡
、
つ
ら
返
す

音
痴
に
も
マ
イ
ク
が
担
る
パ
ス
の
旅

強
が
り
も
寡
婦
と
し
生
き
る
武
器
と

し
て

初
詣
母
を
迎
え
に
来
る
新
車

手
み
や
げ
が
効
い
て
契
約
す
る
保
険

立

川

町

哨

梅

子

見
合
い
ず
れ
し
て
い
る
娘
の
殴
が
笑

e

横

瀬

稼

勢

都

景

一
出
鼠
は
包
月
七
日
ま
で
巳

=一
句
ハ
ガ
キ
で

一
送
り
先

勝
浦
町
二
一
渓

樹
博
努
広
夫
さ
ん
(
都
景
〉
ぎ
で

一

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。
一

一
次
回
は
俳
句
、

そ
の
次
は
短
取
と
交
代

一

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
匂
ぐ
定
一

一

さ

い

。

…

総
花

誠
一
さ
ん
(
今

山� 

，
 

-E

'L
と� 
、

5)IJ 
な

生fJJi.
し

月

冬
帽
子
言
い
訳
も
せ
ず
脱
ぎ
も
せ
ず

お
年
玉
だ
け
が
目
当
の
孫
が
来
る

お
下
り
を
そ
ろ
そ
ろ
末

っ
子
臨
時
い
出

すマ
ン
ガ
見
る
子
を
叱
り
つ
つ
親
も
見

る晴
着
の
娘
話
す
言
葉
は
飾
れ
な
い

沼

江

大

岡

小

枝

手
を
挙
げ
て
渡
る
園
児
の
鈴
が
鳴
る

環
境
が
よ
く
て
貧
乏
馴
れ
て
い
る

独
り
占
め
パ
ス
の
座
席
に
精
ぶ
く
れ
�
 

こ
た
つ
を
出
る
と
き
は

ス
イ
ッ
チ
を
切
り
ま
し
ょ
う

た
と
え
ば
、
五
百
円
�
 

川
げ
ー

の
こ
た

つ
を
一
日
八
時

l

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ
�
 

よだ暗

H

墨
絵
学
級

場
所

習
字
学
級

二
月
七
日

(
月
)

ニ
月
十
七
日

(
木
)

午
後
七
時

1
午
後
九
時
三

十
分

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
容
室

二
月
八
日
(
火
)

二
月
二
十
二
日
�
 (火
)

午
後
七
時
l
午
後
九
時

福
祉
セ

ン
タ
ー
和
室

間
使
用
す
る
場
合
に
二
�
 

使
用
電

O
M
h

力
量
が
減
少
す
る
と
、
一
か
月
に
約

十
こ
か
同
時
少
な
く
な
り
ま
す
。

ひ
と
冬
で
約
四
十
八
一
に
時
、
石
油

に
し
て
約
十
三

μ
(牛
乳
ビ
ン
六
十

五
本
分
)
相
当
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
り
ま
す
。

時
間

場時
所間

命
お
く
や
み
申
し
ま
す

横

瀬

今

山

与
川
内

生

名
中

山

中

山
坂

本

別

野

中

山

坂

本
久

国

(敏郎略〉� 
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山

山

臥

/
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1
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子
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一
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女
あ
ゆ
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窓

中
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大
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保
喜
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頼

一

長

男

竜
隆
子
」

メ会、� 
7 横ー

-v
J

刊
は
月
竹
田
�
 
(

J
A
l

月
刊
日

お
誕
生
お
め
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と
う

F
f

H

可
部

首
-
青

よ君
子
」 J

一
長
男
洋

J
E
-

」
登
木
宏
一
�
 f

f
 

-

実

千

代

」

 

基

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ヘ

沼

江

阿

南

市

f

西

原

頼

一
(
槌
歳
)

瀧
花
松
太
郎
�
 (η
歳
)

植
松
シ
ゲ
ノ
�
 (剖
歳
)

山
本
イ
7

コ
�
 (叩
歳
)

中
西
ユ
キ
ノ
�
 (制
歳
�
 
)

栗

城

図

一
(
制
歳
)

新

居

栄

次

�

 (位
歳
)

小
西

幸
男

(η
歳
)

定
作
キ
ヌ
エ

(
邸
歳
)

新

居

知

行

�

 (町
歳
)

倉

橋

次

二

�

 (門
歳
)

国
松
平

瀬
平
岡

久
宜

同
時
)
長
女
早
由
里

-
E
 f

f

-

小
松
島
市

構前 備南
木匹l 本

精勝 和信
子広 子行

ヘ

横

瀬

�

 

崎
明
美
」
�
 

教育相談室

※相談日 毎週月・水・金曜日

午前9時一午後5時� 

※電 言言 2511番

※相談員 社会教育指導員
相原亨

主在

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
四電だより



2
 

昭和58年� 2月1日 ヌう込 ずコ つ ら 第152号 )(l
 

と

き
幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
検
査

足
し
貧
血
な
ど
を
お
・
」
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

次
の
と
お
リ
離
乳
食
講
習
会
を
行

十
二
月
三
十

一
日
ま
で

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
�
 
-

に
生
ま
れ
た
子
。

と

き

二
月
十
日
�
 (木
)

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

午
前
十
時
�
 正
午

と
ニ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

該
当
者

生
後
二
か
月
i
七
か
月
の

i

i 勝
浦
病
院

と
こ
ろ

心
臓
病
を
防
ぐ

日
常
生
活

く健康③〉

該
当
者

昭
和
五
十
七
年
七
月

一
日
�
 

と
百

※ 

赤
ち
ゃ
ん
を
持
つ
お
母
さ

ん
。

無
料

の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

②
夜
ふ
か
し
は
心
臓
に
負
担
を
か

け
ま
す
。
八
時
間
以
上
の
睡
眠
を

と
る
よ
う
に
し
、
夏
は
疲
れ
や
す

い
の
で
昼
寝
も
大
切
で
す
。

③
風
呂
は
長
湯
を
き
け
、
ぬ
る
め

の
湯
に
胸
下
ま
で
っ
か
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

④
階
段
の
上
が
り
降
り
や
、
重
い

荷
物
の
持
ち
運
び
も
心
臓
に
負
担

が
か
か
る
の
で
、
休
み
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
重
労

働
も
さ
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
冷
た
い
瓜
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
ー
ラ
ー
の
効
き
過
ぎ
や
扇
風
機

め
か
け
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
運
動
は
、
医
師
と
相
談
し
自
分

に
適
し
た
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

老
齢
者
に
は
散
歩
や
軽
い
体
操
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

心
臓
病
の
あ
る
人
は
発
作
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
点
に

注
意
し
な
が
ら
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
規

則
正
し
い
生
活
を
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

①
興
和
聞
し
た
り
、
悠

っ
た
り
す
る

と
心
臓
発
作
を
起
こ
し
ゃ
す
く
な

る
の
で
、
い
つ
も
楽
天
的
な
態
度

で
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
テ
レ

ビ
や
勝
負
ご
と
に
熱
中
し
す
ぎ
る

き 破日

. 

二二 :，/

予種フ
防混テ
接合リ

傷咳

種ア

展~ 

金

l

二
月
七
日
(
月
)

午
後
一
時
三
十
分
�
 三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日

1
十
二
月
三
十

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
と
四
歳
未

満
で
ま
だ
受
け
て
い
な
い

子。

と 料

一
歳
六
か
月
児

二
月
二
十
二
日
�
 (火
)

午
後
二
時
1
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
診
査

二
月
十
八
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
�
 
1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
六
年
六
月
一
日

1
八
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
子
。

と
ニ
ろ

該
当
者

二
歳
1
四
歳
未
満
の
子
。

接
種
方
法
第
一
期
・

・
一
か
月
ご
と

に
三
回
接
種
。

第
二
期
・:
第
一
期
終
了

後
十
二
か
月
�
 
1
十
八
か

月
後
に

一
回
桜
種
。

料

金

無

料

※
印
鑑
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参
〈

だ
さ

い
。

き

と
ニ
ろ

該
当
者

※と

母
子
手
帳
と
問
診
察
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

乳

児

健

康

診

査

き� 

二
月
二
十
五
日
(
金
)

午
後

一
時
三
十
分

1
三
時

十
分
l

B
C
G

と
ニ
ろ

該
当
者

料

金

無

料

。

二
月
九
日
�
 (水
)
午
後

一
時
三

三
時
ま
て
、
福
祉
セ

ン
タ

ー
で
判
定
と
陰
性
者
に
�
 

按

磁
を
行
い
ま
す
。

※
母
子
手
帳
と
印
鐙
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

離
乳
食
講
習
会
と


育
児
相
談


赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
後
四
か
月
ご
ろ

に
な
る
と
ミ
ル
ク
だ
け
で
は
、
鉄
、

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
、
タ
ン

パ
ク
質
が
不

保断定より夜間毅急当番表� 

2月T日

3臼

」二勝第� 2診療所�  

湯 浅 医 院� 

5日 勝 湾 病 院� 

7日 赤 岩 医 院� 

9日

11日

13日

勝 湾 病 院� 

」二勝 ê~ 療所 

山 西 医 院� 

15日

17日

19日

21日

23日

25日

勝 湾 病 院� 

上勝第�  2dt療所�  

湯 浅 医 院� 

勝湾 書毛 院� 

赤 モ山ヨ 医 院� 

勝 湾 病 院� 

27日 よ勝 彦療所

平日午後6時~翌朝午前9時

休日午後ア時~翌朝午前9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
保健所だより




